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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

見てみよう！水がきれいになる仕組み
環境保全体験教室
　8 月 17 日㈭と 22 日㈫に、つばきクラブにて市内
小学生を対象に環境保全体験教室を開催しました。学
習のテーマは「水」。児童らは「地球上の水のうち、私
たちの使える水は何％？」「水がきれいになるまでどの
くらい時間がかかる？」などのクイズに挑戦しました。
その後、ペットボトルに落ち葉や石、土などを詰めて
ろ過器を作り、泥水を入れてきれいになるかを実験。
透明になった水を見た児童たちは「すごい、きれい！」
と驚き、他の班と水の透明さを比べ合っていました。

世界の国からこんにちは
JAPANTENT 勾玉作り体験と御経塚遺跡見学
　「第 30 回記念 JAPANTENT 世界留学生交流いしかわ
2017」が開催され、全国から 300 人の留学生が参加し
ました。野々市市には世界 12 カ国から 20 人の留学生
が訪れ、３泊４日のホームステイを楽しみました。
　８月 21 日㈪には市ふるさと歴史館で勾玉作り体験など
が行われ、留学生たちは真剣な面持ちで勾玉制作に取り
組みました。完成した勾玉を提げた参加者からは「楽しかっ
た」「もう一個作りたい」など歓喜の声が聞かれ、歴史を
感じる充実した時間を過ごしました。

富奥食、いただきます。
TOMICHE（トミシェ）開催
　富奥防災コミュニティセンターにて８月 27 日㈰、富奥
地区の食の魅力を発信するイベント『TOMICHE』が開
催されました。金沢工大・県立大の学生、翠星高校の生
徒や富奥公民館、野々市生活学校、地元有志などが企画
するこのイベントは今年で３回目。野々市産の新鮮な野
菜や、市の特産品ヤーコンを使ったクレープなどを販売
するお店が立ち並びました。また、トートバッグ作りやお
にぎり教室、水鉄砲合戦などの体験型ワークショップもあ
り、お腹も心も大満足の楽しい１日となりました。

貴重な水と、その水を浄化する自然。これからも大切にしましょう。

オリジナルアクセサリーの出来栄えに、みんなにっこり。

センターで栽培しているブルーベリーを摘み、ジャム作り体験！

頂点を目指して駆け上がれ！
第 21 回市小学生相撲大会
　９月２日㈯、市相撲場で小学生相撲大
会が開催され、158 人の児童が学年・
男女別のトーナメントで熱戦を繰り広げ
ました。体格の差をものともせず、さ
まざまな技を駆使して体の小さな児童
が大きな児童を投げ飛ばす場面もあり、
会場は驚きと興奮に包まれました。
　また、土俵際に追い込まれても必死
でこらえ、相手が強くてもあきらめずに
戦う小さな力士の姿は見る者を熱くさ
せ、保護者らが見守る観客席からは大
きな声援が飛んでいました。 一進一退の攻防を繰り広げる児童たち
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優 

勝
中原　有彩
（御園）

南部　蓮介
（館野）

加藤　咲良
（富陽）

中野　颯
（野々市）

加茂野　優亜
（御園）

小竹　勘太郎
（富陽）

源　のぞみ
（野々市）

東　扇大
（富陽）

西　結穂
（菅原）

松本　侑悟
（御園）

今村　涼香
（野々市）

柿島　暖
（野々市）

第
２
位

前坂　有咲
（富陽）

早川　怜応
（野々市）

皆田　果凛
（富陽）

榊原　大輔
（富陽）

畠中　莉央
（御園）

幅田　ヒカル
（御園）

北村　理菜
（御園）

上山　栞汰
（富陽）

松本　和心
（御園）

栗山　陽太
（富陽）

山口　美空
（野々市）

大場　淳史
（富陽）
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松岡　樹花
（菅原）

清水　健斗
（富陽）

スウィーニー
英玲奈

（館野）

赤星　悠太
（富陽）

中村　那優
（野々市）

柿島　音
（野々市）

北本　珠己
（富陽）

戸澤　蓮
（富陽）

藤田　彩花
（富陽）

蒲田　瑛士
（富陽）

山本　真奈
（野々市）

田中　春輝
（野々市）
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闘
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杉岡　美空
（館野）

河村　悠翔
（富陽）

閨　結菜
（御園）

源　悠太郎
（野々市）

杉岡　星良
（館野）

川口　洸樹
（菅原）

高瀬　千暖
（菅原）

牧野　晄大
（館野）

藤垣　優佳
（富陽）

山下　湊斗
（富陽）

高瀬　睦己
（菅原）

大会結果　※敬称略、（　）内は小学校名

コーラス全国大会でひまわり賞
女声合唱団コーロ・カメリア
　８月 27 日㈰、岡山市で行われた第 40 回全日本おか
あさんコーラス全国大会において、野々市市の女声合
唱団コーロ・カメリアが中部支部代表として出場。優
秀賞にあたる「ひまわり賞」を受賞しました。
　披露したのは、「ずいずいずっころばし」「江戸の子
守唄」「あんたがたどこさ」の３曲。最後の曲で団員た
ちが歌いながら手拍手を始めると、手のひらがパート
ごとに違う色で塗られているというユーモアあふれる
演出で、観客を楽しませました。 受賞の喜びを粟市長に報告。当日の様子を語りました。

生演奏のすばらしさを間近で体感
市内初！クラシックの出張コンサート
　９月７日㈭～９日㈯の３日間、想いをつなげるコン
サート「みんなの音楽会～坂口昌優こころに響くヴァ
イオリン～」が開催されました。クラシック音楽のアー
ティストと、地域の公共ホールがタッグを組んで実施
するこの事業。市内では初開催となり、坂口昌優氏、
鶴見彩氏をゲストに迎えました。７日・８日にはほの
みこども園や情報交流館カメリアなどで出張コンサー
トを行い、９日には文化会館フォルテの大ホールで演
奏を披露。観客たちは音色の美しさに酔いしれました。ほのみこども園では曲に合わせて、子どもたちと一緒に行進！




